
令和６年度大阪府認定調査員研修（新規研修）

「eラーニングシステム」

受講画面の操作方法

パソコン（Microsoft Edge）から受講した場合の画面をご説明します。
タブレット等を使用する場合は、画面のデザイン等が異なります。
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(1)ｅラーニングシステムへのログイン

① 次のリンクをクリックすると、ブラウザが開き、下記の画面が表示されます。
https://biz.n-academy.jp/rpv/?code=oskpg

② ユーザID、パスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

①上段にユーザID、
下段にパスワードを入力
☆大文字・小文字の間違いが多いです!

②「ログイン」をクリック
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(2)認定調査員テキストの準備①

① あなたがこれから受講する教科が表示されています。

② まず、認定調査員テキストの準備をしましょう。
「はじめに 認定調査員テキストの準備」をクリックします。
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(2)認定調査員テキストの準備②

① もう一度「はじめに 認定調査員テキストの準備」をクリック。

② 「要介護認定 認定調査員テキスト 2009 改訂版」をクリック。
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(2)認定調査員テキストの準備③

① 参考資料「要介護認定 認定調査員テキスト2009 改訂版」をクリックする
と、データのダウンロードが自動的に始まります。
任意のフォルダに保存して、必要に応じて参照してください。

② 参考資料「要介護認定等の方法の見直しに係るＱ＆Ａ」も同じようにダウ
ンロードして、保存してください。
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(2)認定調査員テキストの準備④

① 「開始する」をクリックした場合の画面表示です。
右上のダウンロードボタンを押すと、ダウンロードすることができます。

② ダウンロードできたら、右下の「終了＞」をクリックします。
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(3)研修の進め方①

① 「令和６年度大阪府認定調査員研修（新規研修）をクリックします。
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(3)研修の進め方②

① もう一度「令和６年度大阪府認定調査員研修（新規研修）」をクリック。
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(3)研修の進め方③

① 今回受講するすべての教材が表示されます。順番に受講してください。
第1章から第10章までのすべての教材の受講が完了すると、
第11章「理解度テスト」も、クリックできるようになります。

未受講 受講途中 受講完了

受講状況に応じて、アイコンが変化します。
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(４)基本的な画面の見方＜動画教材編①＞

再生速度を変更することができます

途中で席を外すときは「×中断」を押します。
次に受講するときに、その箇所から再開できます。

動画をすべて視聴したら「終了＞」を押します。
「終了＞」を押さなければ、受講を完了したことが
正しく記録されません。

音量を変更することができます
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(４)基本的な画面の見方＜動画教材編②＞

まれに、動画教材の読み込みに時間がかかることがあります。※読み込み中はこの画面が表示されます。
数分待っても動画の再生が始まらない場合は、「×中断」を押して教材一覧画面に戻り、
再度やり直してください。
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(5)基本的な画面の見方＜演習編①＞

 第8章「具体的な特記事項の書き方」の画面表示です。

正しいと思う選択肢をひとつ選びます。

文章を入力します

回答を作成している途中で席を外すときは「×中断」を押します。
作成途中の文章を残すことができます。

Q1～Q６までのすべての回答が作成できたら、「確認＞」を押します。
未回答の項目があると次の画面に進むことができず、
「入力項目に不備があります」と表示されます
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(5)基本的な画面の見方＜演習編②＞

 第8章「具体的な特記事項の書き方」の画面表示です。

回答内容を変更したい場合は
「×再編集」を押すと、回答作成画面に戻ることができます。

回答内容を確認して、特に変更したい箇所がなければ
「回答＞」を押して、回答を提出します。
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(5)基本的な画面の見方＜演習編③＞

 第8章「具体的な特記事項の書き方」で提出した回答履歴を
確認する方法です。

「…」ボタンを押して、
「履歴を見る」をクリックします。

「１回」を押すと、１回目に提出した回答内容を確認できます。
２回以上回答を作成し提出した方は、「２回」「３回」…のボタンが表示されています。
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(5)基本的な画面の見方＜演習編④＞

 第8章「具体的な特記事項の書き方」で提出した回答履歴を
確認する方法です。記載例と見比べてみましょう。

１回目に提出した回答内容が表示されました。
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(6)基本的な画面の見方＜理解度テスト編①＞

 第11章「理解度テスト」の実施方法です。

正しいと思う選択肢をひとつ選んでください。

「採点＞」を押すと、正答と解説が表示されます

途中で席を外すときは「×中断」を押します。
次に受検するときに、その箇所から再開できます。

解説の内容が確認できたら
「次へ＞」を押します。

17



(6)基本的な画面の見方＜理解度テスト編②＞

 第11章「理解度テスト」の実施方法です。

10問解き終えると、成績が表示されます。
「不合格」だった方は、再度受検してください。

問題文と解説を確認することができます。
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(7)基本的な画面の見方＜修了証明書編＞

 修了証明書の参照方法です。

すべての教材を受講を完了すると、
仮の「修了証明書」が表示できるようになります

仮の「修了証明書」が表示されてから、
正式な修了証明書がお手元に届くまでの間に
認定調査に従事する必要がある場合は、
委託元市町村とご相談のうえご対応ください。

大阪
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